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8-4　機器センター
機器センターの役割は汎用機器の維持・管理・運用と所内外の施設利用者への技術支援である。機器センターでは

化学分析機器，物性測定機器，分光計測機器，液体窒素・ヘリウム等の寒剤供給装置と，大別して４つ機器の維持・

管理を行っている。また，いくつかの機器を大学連携研究設備ネットワークに公開しつつ，この事業の実務を担当し

ている。機器センターにはセンター長（併任）のほかに９名の専任技術職員（化学分析機器２名，物性測定機器２名，

分光計測機器２名，寒剤装置２名，研究設備ネットワーク１名）と２名の非常勤事務職員（機器センター１名，研究

設備ネットワーク１名）が配置されている。技術職員が担当する機器は厳密に分担が区分けされているわけではなく，

研究設備ネットワークの運用システムの支援にも参加し，分子スケールナノサイエンスセンターの保有する 920.MHz.

NMR や高分解能電子顕微鏡の維持管理にも参加している。平成１９年４月に発足した機器センターは発足後の３年間

でほぼその姿を整えつつある。平成２１年度は機器センター事務室の化学試料棟から南実験棟一階への移転，研究設

備ネットワーク予約課金システムの改善，古い装置の更新と新しい装置の導入，施設利用者向けの広報誌「機器セン

ターたより No.2」の発行などを行った。

8-4-1　設備
化学分析機器は山手地区に NMR，質量分析装置，元素分析装置，粉末Ｘ線回折装置，円二色性分光装置など，物

質合成を行う上で必須の装置が配置してある。平成２１年度は元素分析用電子天秤の更新を行った。また，昨年導入

した生体試料用の示差走査型カロリメータおよび等温滴定型カロリメータを平成２２年４月より研究設備ネットワー

クの予約システムを通して所外公開する。物性測定装置は明大寺地区に ESR，SQUID 磁束計，Ｘ線回折装置，熱分

析装置など，新たに開発した物質の物性を評価する上で必要な汎用装置を配置している。平成２１年度は極微小結晶

用単結晶Ｘ線回折装置（CCD-3）の制御システムを更新した。このほか，液体ヘリウム輸送管とリークディテクター

を新たに購入した。分光計測装置は三種のパルスレーザーシステム，波長可変ピコ秒レーザーシステム，蛍光分光装置，

紫外可視近赤外分光装置などの汎用機器を明大寺地区に配置している。機器センターの蛍光分光装置は近赤外領域の

蛍光を高感度で測定できるという特色をもっているが，購入後１４年経過している。平成２１年度は老朽化した制御シ

ステムを更新し，それに伴い，励起光用と試料光用の二つの分光器を更新した。

「化学系研究設備有効活用ネットワークの構築のための最先端設備」に対して平成２１年度の補正予算が交付された。

分子科学研究所に交付された予算で生体分子計測用高磁場低エネルギー核磁気共鳴装置（600.MHz）と高感度パルス

電子スピン共鳴装置（Q-band）を購入し，機器センターが管理することになった。平成２１年度末に納入される両設

備は研究設備ネットワークの予約システムを利用して，平成２２年１０月から所内公開し，平成２３年４月から所外に

も公開することを予定している。このほか，平成２１年度は所長より顕微ラマン分光装置を購入するための予算が機

器センターに投入された。この装置は励起光として３本の半導体レーザーと１本のガスレーザーを有し，試料を液体

ヘリウム温度まで冷却することができる主に固体試料を対象とする装置である。この装置は平成２２年９月を目途に

準備が整い次第，所内・所外に公開を開始する。明大寺地区のヘリウム液化装置は購入後２０年が経過しており，運

転不能となることが危ぶまれていたが，平成２１年５月に液化装置の心臓部が故障し，修理不能となった。関係各位

のご支援により，ヘリウム液化装置の更新を急遽平成２２年度の概算要求に追加して平成２２年度の予算内示を受ける

ことができた。平成２２年２月４日に第一回の仕様策定委員会を開催し，平成２３年８月の納入を目指して導入手続き

を開始した。
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機器センターの所有する機器は汎用機器が主であるが，高周波 ESR（Bruker.E680）のような特殊装置も保有してお

り，共同利用を通して特色ある研究を展開している。前項で説明したように平成２１年度には更に Q バンド領域のパ

ルス ESR システムを追加した。このほか，機器センターは 15 テスラーの超伝導磁石を付属した希釈冷凍機を保有し

ている。これは研究領域の研究グループから移管された装置で，分子磁性体や分子導体などを研究する上で有用な装

置であるが，汎用装置とは言い難い。平成２１年度より大阪大学理系大学院の中澤康浩教授を物質分子科学研究領域

の客員教授として招聘し，高磁場・極低温下における比熱測定装置の設計を開始した。現在，大阪大学で開発した緩

和法による比熱測定装置を希釈冷凍装置に組み込んで実験を開始しており，平成２２年度中の完成を目指している。

8-4-2　利用状況
機器センターの共同利用の形態は施設利用であるが，前期後期に分けて年二回の施設利用を受け付けている。平成

２１年度の所外施設利用件数は平成２２年２月末現在で５１件である。所外施設利用者には半期に一件あたり２泊３日

の旅費を１回支給しているが，１回で目的が達成されるような実験は非常に少ない。そのため，自費で分子研に来所

する施設利用者も多い。このような施設利用の統計を昨年に引き続き発行した「機器センターたより No.. 2」に掲載

した。この施設利用者向けの広報誌は施設利用の実態を把握し施設利用者と機器センターとの交流を図ることを目的

としている。新装置および更新装置の欄を設けて，平成２０年度に新たに導入した装置と更新を行った装置の特徴と

性能をホームページよりも詳しく説明した。研究紹介欄では所外・所内の機器センターヘビーユーザーに執筆を依頼

した。また，「機器センターたより」は新たな施設利用者を発掘することができると考えており，毎年一回発行する

ことを計画し ISSN 番号を取得した。

8-4-3　今後の課題
(1)　機器センターの運営委員会は４つの研究領域から推薦された委員と機器センター職員で構成される所内委員会で

ある。所外施設利用者の意見をすい上げる場として機器センターたよりの交流欄をもうけ，投稿をよびかけているが

まだ投稿はない。今後は，機器センター運営委員に所外委員を入れて，外部の意見を反映できるようにする必要がある。

(2)　平成２１年度より大学連携研究設備ネットワーク事務室を南実験棟一階へ移動した。実験棟耐震工事に伴ってス

ペースが確保できない状況になっているため，現在使用している２部屋は機器センター事務室も兼ねている。工事が

完了する平成２３年度からは機器センター事務室としてもう１部屋を確保する必要がある。これに伴い，南実験棟一

階の部屋の再配置を行う必要がある。

(3)　現在，機器センターは極低温棟二階にインターネットその他が利用できる共同利用者控え室を用意している。こ

の控え室は極低温棟とレーザー棟にある機器を利用する施設利用者によって有効に利用されている。しかし，南実験

棟地下にある機器を利用する施設利用者にとって極低温棟はあまりにも離れすぎている。耐震工事終了後には，南実

験棟にも同様の共同利用者控え室を用意する必要がある。山手地区は所外施設利用者が少ないこともあって共同利用

者控え室が設置されていない。空き室はないので，部屋の再編が必要となるが，共同利用者控え室を作る努力をしな

ければならない。

(4)　研究所の予算を長期的な視野に立って計画的に運用するという視点から，機器センターには平成２０年度より新

しい装置が導入され始めた。また，研究領域の研究グループから移管される装置が今後もいくつか予定されている。

このような傾向は今後も続くことが予想されるので，機器センターの新たなスペースの確保と稼働率の少ない老朽化

した装置の廃棄を計画的に行う必要がある。



研究施設の現状と将来計画　293

(5)　山手地区の 500.MHz.NMR は平成７年に導入された稼働率の高い機器であるが，すでに１４年が経過している。

制御用コンピューターは，ハードウウェアの補修部品の調達が困難になっているのみならず，オペーレーティングシ

ステム（OS）を含めたソフトウェアーの保守が受けられない状況になっている。今後，トラブルが発生した場合，復

旧が不可能であり，共同研究の推進に重大な支障をきたすことになる。この装置の更新を常に念頭に置く必要がある。

この他，マトリックス支援イオン化−飛行時間型質量分析計も高い稼働率で使用されているが，購入後１０年経過し

ており，更新を計画しておく必要がある。
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